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を示す ことので きるような評価法を提案 し、指導法を考察する。




そこで、まず1-1に おいて学習者の話 し方の問題点を大 きく3つ のタイプに分
けてそれぞれの発話能力の偏 りを観察し注2、中級話者に求め られる発話能力 と
























明 日約束 していましたが、守 られなくなりました。あのう、実は約束をか
えたいんですが…約束 は2時 になりました。　　　　　　　　　(1990-F-7、 ドイツ)







関係を正 しく習得 しているにもかかわ らず、願い出なければな らない場合に、下
線部のように自分の裁量範囲にない筈の決定を自分で下 してそれを提示するとい
う形をとっており、情報伝達には成功 してはいるがこの場面に必要な 「恐縮 ・遺
憾 ・陳謝」などの感情が表現されていない。③の例も、状況説明として情報 は間
違いなく伝わるが、「謝 る」 ことを言語表現 として表さなければならない場面で、




















[対話者:約 束は11時 で しょう、その前に少 し授業を受けに来 られません
かね。]は あ、来 られ…ま…せん。[ま だ時間があるで しょう。来 られませ
んか。無理ですか。]… はい、無理… です。…痛いの反対、…や く…ペイン…
[ああ、薬?忘 れましたか、薬ですね。]は い、薬をのみましたか ら、ちょっ
と眠いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1991-F-7、 ドイツ)
話しだす と正 しい文が出て くるのだが、言葉につまって無言でいる問がかなり長
い。語彙を忘れたり知 らなかった りするときは、自分の頭の中で考えているより
も相手に不確かな語彙を検索しているという信号を出してその語彙を提供 して も
らうほうが会話が滑 らかに運び相手への負担 も結局は軽い。上 の例では、「痛み
止めの薬」 と言おうとしたのだろうが、「痛いの反対」のところで言葉 を探 して





























て、大変上手な印象を受ける。 しか し、下線部は 「先生に専門の辞書に全部ひら
がなを振ってもらったので勉強が しやす くなった」 という意味であるが、事情を
知 らない者にはそれが伝わ りにくい。場面への依存度が高 く、相手の背景的知識
を最大限に利用でき、また、抽象的論述を具体的行為の叙述で代用するなどのテ
クニ ックには長けているが、語彙が乏 しい。語彙の乏 しさは、文の連結をすべて
接続詞 「でも」で行なっていることにも表れている。論 旨を汲み取 ることは不可
能で はないが、往々にして話が遠回りで知的な感 じが薄い。
次にこの学習のディベイ トでの発言を引用する。
② 本 当 は、 これ は、違 い ます よ。学 校 で は勉 強 だ け じ ゃな く って 、 い ろ い ろ
な、 教 え ます よ 。 ス ポ ー ツ とか、 野 球 とか 、 これ は塾 で、 これ はで き な い と
思 い ます よ。 勉 強 だ け教 え ま す か らみ ん な は お も しろ くな い です 。 体 を あ ま
り元 気 な くな る、 です か ら、学 校 で は勉 強 だ け じゃ な くて、 ス ポー ツ とか、 …







③ み ん な が、 楽 し、 楽 し的 に集 ま る と こ は ど こで し ょ う。 昔 は銭 湯 は そ うい
う場 に して人 々 は毎 日集 め て 、 い ろ い ろ な話 して 、 け ど、 この頃 銭 湯 は、 銭
湯 は、 減 ら し ま し た 、 で し ょ。 け れ ど も、 人 間 通 信 、 や っ ぱ りhuman
へ
communicationが 社 会 の最 も重 要 な こ とで す 。
(1992-S-3、 オ ース トラ リア)





④ ど う して が く こ う(学 校)勉 強 しな い 、 ほか の 所 に、 あの 、 お金 も大 変 か
か ります 。 子 供 もち ょ っ とか わ い そ うで し ょ。 あ の 、 か え た ら(帰 っ た ら)
す ぐ、 ほか の、 あ の、 別 の か ば ん持 って 、 ほか の所 勉 強 行 きます、 は、ち ょっ
とおか しい と思 い ます　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。(1992-F-4、 中 国)
これは 「を」「に」「で」 といった助詞が欠落 している典型的な例である。 しか
し、かなりの速さで言葉が出るので、稚拙な印象なが ら意味の伝達にはそれほど
支障はない。また、下線部は複文構造が不完全で、単文の羅列のような形になっ





















強調 したい部分を繰 り返 した り、相手の言葉を聞いて言いなおしたりできる。
文の構成につまったとき、沈黙 した り、フィラーでつなげたりするのではなく、








例①②の学習者も 「これは」「今」など、文の構成上多用 して も支障のない語
を使 って間を埋めている。
また、特に話 し相手に向けての能力が優れていることは次の2点 でも示される。


































① は くじん と　 くろ い じん 〔黒 人 〕 と、 ほ く[ほ か]。
(1990-F-10、USA)
② ア メ リカ は、 と うち[土 地]が ひ ろ いで す。 ひ が しぶ[東 部 〕 に は …
(1991-S-1、USA)
③ じっ けん[実 現]は 難 しいで す 。　　　　　　　　　　　　　(1992-F-5、 中国)
b.文 構造が非常 に限られており、語や単文の羅列、また、「～ る ・～た＋接
続詞(だ ったら、だから、しかし、etc.)」 とい う形の特徴的な代替形を使用
する。
c.助 詞や活用などの誤用がかなりある。
この二つは、「構造」に関す る知識の不足 という原因か ら発するものであるが、
特定の述語を過剰使用 し文が細切れである。極端 な言い方をす ると、「～です」
「～ あります」 しか述語を使用 していないような場合もある。語彙が豊かである
ため、ある程度理解 してもらうことはできるかもしれないが、難 しい言葉を使 う
だけに単純な誤用が稚拙で未熟な印象を与える。
115
④社会的問題、社会的問題 は教育制度を大きい影響があるか ら、 ・・例えば
私の高校は非常に難 しい授業があった、でも、選択があった、みんなやさし
いの授業は選んだ、だから、難 しいの授業 は多分10人 、15人 だけ受 けられま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1991-S-4、USA)
⑤ もし、私、行 くできるだったら、電話 します。　　　　　　　　(1992-F-4、 中国)
④の例は、「社会的問題」「制度」「選択」「影響」などの上位概念を語彙を使用
しているのに、順接や逆接 などの関係を 「常体の言 い切り＋だから/し かし」で
示しており、伝えたいことはわかるが稚拙な印象を受 ける。この形 は、⑤の例に
は徹底 した形で表れているが、母語に関わらず学習者 によく見られる形である。




構造が外国語であると格段 に違和感が大 きい。下の例は話した例ではな く書いた
ものであるが、話 し言葉にも表れる問題が非常 に特徴的に出ているので引用する。
⑥七月に島原や天草の現地に行 くと、その時にも長崎に1行 くことが ほし
いです。F先 生にも2会 うことにしようと思います。また、F先 生か らの歴
史材料を3喜 んで頂 きます。(F先 生への手紙)      (1991-S-1、USA)
下線部1は 、「現地」などの語彙が使えるのに 「～たい」という基本的な形を使っ
ていないという点で大変奇妙な感 じがす る。下線部2は 、形そのものは日本語と
して整っているが、会いたい相手に対す る言い方 としてはおかしい。また下線部
3も 、英語では 「もし何か資料を頂けると嬉 しい、是非頂 きたい」 という意味で

































響するのは、各要素 ・各技能のバ ランスである。ある要素 ・技能だけが他の要素 ・
技能に比べて非常に劣っているとその欠落が非常に目立ち、時として意図的にそ
の要素 ・技能を無視 しているような感 じを与えて しまうことがある。極端な言い





文体 ・活用形など基本構造の誤用が大変多 く、その結果 「非常に稚拙」 という印
象を受けるのであるが、冷静に録音を聞いて見 ると、活用の誤 りが意味の理解を
阻害している部分は殆 どない上、発音が非常にわか りやす くてス ピー ドもあ り、
声の制御による表現 も巧みであるなど、伝達能力 という点では他の学習者に比べ
て遙かに優れているのである。




は、未熟な教師が公平 さを欠 く判断を したとして片付 けてしまうことのできない
問題が示唆されていると考えてみた方がいいだろう。





低 く 「何とか分かればよい」という態度で聞いているためあまり気にならなか っ
たか もしれない。この学習者の場合は、他の面がかなりいいだけに文法的不正確
さが 「幼稚」「明晰でない」 というような印象に結びつ きやす い。他 の部分に比
べて著 しくバランスを欠 く弱点がある場合、他の部分が優れているだけに致命的
なマイナス判断を引き出す危険があると言えるだろう。
また、1-1-1で 論 じた 「文法知識偏重型」の学習者が往々に して 「失礼」






ではないか」「迷惑をかける(か けた)の を悪いと思 っていないのではないか」
「失礼だ」 というような感想を抱いてしまうことになると考えられる。「聞き手は、
話を聞き始めた瞬間か ら話 し手に対する期待値を形成 し始め、その期待値に合わ
ない要素に対 しては不均衡に強い印象を持った り、意図的だと感 じた りする傾向








技 能 構造的要素 運用的要素
























































度には限界があり、伝達できる情報内容の レベルが低 くとどまるばか りでな く、
これに頼りすぎると知的な印象が損なわれることがあることが観察 された注5。
聴解、発音は語彙や文法以前の問題で、構造的 ・運用的な要素のどちらにも関






に偏 っていることが多い。語彙の不足 している学習者の中には、これまで習得 し
た語彙を柔軟に活用することで語彙の不足をある程度補 うことに成功 している者










普及?… 配 ったり、食事は前誰か作 りました。それと、昼 ご飯の時食事は部
屋の前 に誰か置きまし、置いて、それと子供達は、 本当に小さい子供達、
2
6歳 か7歳 、 で も、 そ こへ 行 って食 事 を 取 って 、 そ れ と一 人 ず つ 自分 の皿 に
入れ て 、 ・・(中 略)・ ・、 自分 で 選択 して 、 私 は とて も驚 きま した。 そ の 時 。




ることを言語表現で、例えば 「(これは)… なんですが」 と言い表す ことが
できる。また、最後の 「私はとて も驚 きました」の命題部分も、この話者はすべ
て 「て」でつないで最後に少 し長い間をおくといった運用的要素で示 している。
対入関係表現には、文の構造として表れるものとして、話相手 との関係を考慮








































人関係が重要な場面で誤 りを犯 しやす く 「丁寧でない」など、態度の点で悪い印
象を与えがちであるという、一般的な傾向が指摘できる。
ここに大別 した活動の中で、頻度が高 く留学生 にとって非常に重要 と考えられ
るのはゼミでの意見交換 といった情報交換重視の活動であるのだが、 この中間の


















































筆者 らは上のような考えに基づき、知識を運用へ繋 ぐ助けとなる練習 として、
中級用の ドリル ・テープ及びそのスクリプ トを作成 し、週一度LL授 業で用いる
と共 に自習も義務づけている。 ドリル ・テープは、1セ ットに3～4の 文型を取
り上げ、各文型毎 に3～5文 の ドリルを行なうものである。型式は、キーワー ド
を聞いて文を完成する完成 ドリル及び拡張 ドリルで、文型はなるべ く単純 にして
語彙の拡張と定着に重点を置いている。スクリプ トは、漢字語句 とその音形 との







発音練習が(LL教 室が使用できれば発音矯正 も)行 なえる。テープ練習を初級
で行なう場合にも利点は基本的に同 じであるが、学習者がプライ ドを気にせずに
練習できるということの利益は初級よりも中級において却って大きいかもしれない。









基本文例・・す ぐ社会に出て働 く人 もありますが、上級学校 へ進学する人もあります。
1.す ぐ社会に出て働 く人/上 級 学校 へ → すぐ社会に出て働 く人 もありますが、上級学校へ
進学する人　進学す る人 もあります。
2.退 職 して家庭に入る女性/→ 退職 して家庭に入 る女性 もありますが、仕事を続
仕事を続ける女性　 ける女性もあります。
→ 結婚後、退職 して家庭に入 る女性 もありますが、
仕事を続ける女性 もあります。
3.卒 業が難 しい国/入 学力難 しい国 → 卒業が難 しい国 もあれば、入学が難しい国 もあり
ます。
1入学はしやすいが → 入学 はしやすいが卒業が難 しい国 もあれば、入学
が難 しい国 もあります。













何らかの課題を課 してその出来栄えを全体的或いは文法 ・語彙 ・発音などの項 目
に分けて数字で評価するということがよく行なわれている。これは一つの目安を
学習者に与えるという点で役立つが、学習者に自分の持つ問題点を具体的に認識






なると、学習について自分なりの考えを持 ってお り、日本人と接触 した経験に基
づ き自分の欠点と長所についてある程度の認識がある。 しかし、教室外で日本人
と接触す る場合、よほど意志疎通に支障が生 じない限 り、特に印象 に関わること
などでは、問題があっても相手が面 と向かって指摘することはない。そのため、
必ず しも本人が自分の問題を自覚 しているとは限 らず、自覚のないままに、能力
の偏りが昂 じていくことになる場合もある。従って、教室で練習を行う場合には、
「印象」など微妙な問題 も含めて忌憚 のない具体的な指摘をす るのが学習者への















言語使用の現実の場では 「通 じるかどうか」に加え 「印象のよしあし」 も問題

































1.中 級集 中 コースは、週 工4時間 、半期(17～8週)で 終了す るコースである
。
2.以 下実例 に即 して論 じてい く。実例 は学習者の発話 の録音 テープに基づ く もので あ る
が実際 の場面で は話者 の態度 や表情 などが非常 に大 き く影響す る。文字 で はそ れを十分
に伝え ることがで きず、結果的 には型式的な誤用 が音声面の特徴 に比 べて 目立 つ ことに
な るか もしれな い。文字 に表れ に くいが影響の大 きい特徴については、 説明 に よ り補足
して い くことにす る。
3.「 そ うですね」 「そ うですか」「じゃあ」 など も、機能 の誤用(不 適切 な場面 で の使用)




7.『 中級 口頭練習 』(テ ープ及び テ クス ト)因 京 子 ・市丸恭子 ・栗 山 昌子 ・金森 由美
1993年3月 九 州大 学留 学生 セ ンター発 行 。
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